
第51号／2011年12月

土佐中･高等学校同窓会 関東支部会報 編集人/ 岩村康生（41回）

編集室：〒106-0032 港区六本木3-16-12-7F 六本木司法書士合同事務所気付 編集委員 鶴和千秋（41回）
TEL 03-3587-6200 FAX 03-3587-6201 E-mail:tsuruwa-office@rsg.gr.jp

関東支部ホームページ：http://www.tosako-kanto.org/

土
佐
高
同
窓
の
皆
さ
ん

須
藤

博
志
（
41
回
）

お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
全
く
の
、
ご
無
沙
汰
と
不
義
理

を
し
て
お
り
ま
す
こ
と
お
詫
び
致
し
ま
す
。
私
を
懐
か
し
い
青
春
時
代
に
呼
び

戻
し
て
く
れ
た
の
は
、
七
年
ほ
ど
前
の
同
期
水
野
孝
か
ら
の
電
話
と
、
突
然
ア

ト
リ
エ
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
入
っ
て
き
た
、
す
っ
か
り
白
髪
交
じ
り
の
お
じ

さ
ん
、
山
崎
郁
太
郎
じ
ゃ
け
ん
ど
の
自
己
紹
介
で
し
た
、
青
春
時
代
の
顔
が
浮

か
び
、
高
校
時
代
へ
と
呼
び
戻
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
六
年
間
の
空
白
か
ら
同
期

の
仲
間
の
中
に
よ
ん
で
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
高
校
二
年
生
後
半
か
ら
始
め
た
彫
刻
の
勉
強
と
仕
事
を
現
在
も
続
け
て

お
り
ま
す
。
彫
刻
の
勉
強
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
西
川
先
生
の
言
葉
や
援

助
、
永
野
先
生
、
政
岡
先
生
、
高
崎
先
生
ら
の
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
て
の
出
発

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
、
今
も
有
り
難
く
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

私
は
現
在
主
に
石
彫
抽
象
彫
刻
を
制
作
発
表
致
し
て
お
り
ま
す
。
抽
象
構
成

の
作
品
表
現
は
二
十
世
紀
初
め
こ
ろ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
起
こ
り
、
石
彫
で
の

抽
象
表
現
は
日
本
で
は
ほ
ぼ
百
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
。
日
本
経
済
の
高
度
成
長
時

代
、
国
際
レ
ベ
ル
の
近
代
都
市
作
り
の
印
と
し
て
抽
象
彫
刻
は
街
々
に
設
置
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
抽
象
表
現
は
現
実
の
具
体
的
な
物
象
で
表
現
の
た
め
に
抽

出
さ
れ
た
要
素
や
形
や
、
人
間
が
考
え
出
し
た
形
な
ど
を
再
構
成
し
て
、
輝
い

た
心
の
組
み
立
て
と
、
表
現
を
行
い
ま
す
。

二
十
世
紀
の
政
治
、
経
済
、
文
化
を
形
作
っ
て
い
た
思
考
は
、
さ
て
二
十
一

世
紀
に
入
り
、
ど
の
よ
う
な
変
革
や
、
改
良
が
な
さ
れ
、
人
々
に
支
持
さ
れ
て

行
く
の
か
、
今
ま
だ
確
か
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
作
品
制
作
者
達

は
、
よ
り
人
間
が
人
と
し
て
輝
い
た
心
を
組
み
立
て
ら
れ
る
表
現
が
な
い
も
の

か
と
日
々
工
夫
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
そ
ん
な
作
品
制
作
者
の
一
人
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
、
私
も
出
品
致
し
て
お
り
ま
す
国
立
新
美
術
館
で
の
新
制
作

展
に
土
佐
高
同
窓
の
方
た
ち
が
、
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
壮
健
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

追
伸

来
春
一
月
下
旬
か
ら
東
京
目
黒
に
あ
り
ま
す
現
代
彫
刻
美
術
館
（
長

泉
院
付
属
）
主
催
の
私
の
個
展
が
開
催
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
日
本

震
災
で
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
後
日
ご
案
内
を
致
し
ま
す
、
宜
し
く
ご

高
覧
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

風のフォルム2011-1

風のフォルム2011-2 須藤博志さんの作品より



事
務
局

二
宮

潔
（
49
回
生
）

７
月
に
記
念
の
50
号
を
発
行
し
た

ば
か
り
な
の
に
、
は
や
51
号
の
準
備

を
す
る
季
節
が
来
た
。
世
の
中
が
猛

烈
な
速
さ
で
過
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

個
人
的
な
話
で
恐
縮
だ
が
10
月
下

旬
、
僅
か
４
日
間
で
は
あ
っ
た
が
、

宮
城
県
南
三
陸
町
で
の
復
興
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
。

活
動
初
日
に
は
、
あ
の
防
災
対
策

庁
舎
の
２
階
で
最
期
ま
で
町
民
に
避

難
を
呼
び
掛
け
た
遠
藤
未
希
さ
ん

（
24
歳
）
は
じ
め
20
名
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
た
３
階
建
て
庁
舎
残
骸
の

前
に
立
ち
、
地
元
語
り
部
（
ご
案
内

役
の
ご
高
齢
女
性
）
の
話
に
思
わ
ず

涙
が
こ
み
上
げ
言
葉
を
失
っ
た
。

●
明
年
の
学
年
幹
事
会
は
２
月
18
日

（
土
）
、
関
東
支
部
総
会
は
６
月
２

日
（
土
）
い
ず
れ
も
霞
が
関
ビ
ル
・

東
海
大
学
校
友
会
館
に
て
開
催
し
ま

す
。

事
務
局

山
本
隆
昭
（
53
回
生
）

支
部
総
会
は
10
月
29
日
に
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
札
幌
で
行
い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
土
佐
高
よ
り
三
浦
教

頭
先
生
、
岡
田
先
生
、
同
窓
会
本
部

よ
り
北
村
副
会
長
、
関
東
支
部
よ
り

市
川
幹
事
長
、
西
川
様
、
関
西
支
部

よ
り
山
下
理
事
、
東
海
支
部
よ
り
山

崎
理
事
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
北

海
道
支
部
か
ら
は
、
12
名
出
席
と
、

支
部
設
立
総
会
以
来
の
大
人
数
で
の

総
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
人
数
と
い
っ

て
も
総
数
19
名
で
す
の
で
宴
会
場
も

テ
ー
ブ
ル
２
つ
と
こ
じ
ん
ま
り
と
し

て
い
ま
す
。
学
生
会
員
の
出
席
が
６

名
と
、
若
手
の
出
席
者
を
増
や
す
と

い
う
積
年
の
課
題
に
少
し
は
対
応
で

き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
来
年
以

降
も
少
し
ず
つ
で
も
参
加
者
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
が
あ

り
、
支
部
長
を
は
じ
め
役
員
全
員
が

再
任
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局

神
宮
美
恵
子
（
44
回
生
）

大
震
災
か
ら
半
年
以
上
が
過
ぎ
、

「
復
興
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
独
り

歩
き
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
被
災

者
の
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か

り
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
東
海
地

方
で
は
、
自
動
車
産
業
の
操
業
日
も

元
に
戻
り
、
景
気
動
向
も
底
を
打
っ

た
よ
う
な
気
配
で
す
が
、
中
日
新
聞

に
震
災
以
来
毎
日
掲
載
さ
れ
て
い
る

犠
牲
者
の
方
々
の
数
や
、
震
災
関
連

の
記
事
を
目
に
す
る
た
び
に
、
こ
の

未
曽
有
の
災
害
が
我
々
の
価
値
観
や

考
え
方
に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

当
地
で
は
、
今
、
野
球
で
は
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
、
サ
ッ
カ
ー
で
は
グ
ラ
ン
パ

ス
、
そ
し
て
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
等
ス
ポ
ー
ツ
の
話

題
に
事
欠
き
ま
せ
ん
。
支
部
の
集
ま

り
で
も
よ
く
酒
の
さ
か
な
に
し
て
盛

り
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

東
海
支
部
で
は
12
月
に
恒
例
の
冬

期
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
、
只
今

準
備
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も

通
り
和
気
藹
々
の
楽
し
い
集
ま
り
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

幹
事

藤
原
由
親
（
65
回
生
）

今
年
度
の
総
会
・
親
睦
会
は
４
月

３
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
淀
川
の
桜
が
一
望
で
き
る
天

満
橋
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で

す
。
ご
来
賓
十
一
名
を
含
む
総
勢
七

十
一
名
の
出
席
で
し
た
。
今
年
は
新

し
い
企
画
と
し
て
新
社
会
人
と
な
っ

た
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
自
己
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
業
界
で
働

く
こ
と
と
な
る
先
輩
・
後
輩
の
親
睦

も
深
め
ら
れ
、
同
窓
会
と
し
て
よ
り

意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
24
年
度
の
総
会
・
親
睦
会

は
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
：
平
成
24
年
４
月
８
日

（
日
）
午
前
11
時
30
分

（
受
付
開
始
予
定
）

場
所
：
関
西
文
化
サ
ロ
ン
（
大
阪
梅

田
・
阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
19
階
）

今
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

( 2 )

関
東
支
部
活
動
報
告

会

長

岡
内
紀
雄
（
34
回
生
）

関
東
支
部
の
み
な
さ
ん
、
お
元

気
で
す
か
。
い
つ
も
同
窓
会
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
知
で
は
最
近
、

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
室
戸
市
の
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク

が
今
年
９
月
、
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援

す
る
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認

定
さ
れ
た
の
で
す
。
室
戸
の
地
形

は
、
地
球
の
プ
レ
ー
ト
運
動
と
密

接
な
関
係
が
あ
っ
て
、
南
海
ト
ラ

フ
で
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む

際
、
赤
道
付
近
か
ら
運
ん
で
き
た

物
質
や
、
ト
ラ
フ
付
近
に
た
ま
っ

た
土
砂
が
、
次
々
と
陸
側
に
押
し

付
け
ら
れ
、
「
付
加
体
」
と
呼
ば

れ
る
海
底
地
層
が
形
成
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
が
南
海
地
震
で
隆
起
し

て
室
戸
の
大
地
に
な
る
の
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
大
地
の
公
園
」

を
意
味
し
ま
す
が
、
そ
の
特
異
な

地
質
や
地
形
に
加
え
て
室
戸
で
は
、

そ
こ
に
特
有
の
自
然
や
文
化
、
産

業
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

す
べ
て
が
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
世

界
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

◎
２
０
１
１

ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
開
催

今
年
８
月
13
日(

土)

に
母
校
で
、

全
体
の
同
窓
会
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
役

員
改
選
で
は
、
全
役
員
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
富
士

重
工
業
株
式
会
社
会
長
の
森
郁
夫

さ
ん
（
41
回
生
）
と
内
閣
府
政
策

統
括
官
の
村
木
厚
子
さ
ん
（
49
回

生
）
の
ビ
ッ
グ
な
二
本
立
て
で
、

大
変
有
意
義
な
総
会
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
恒
例
の
特
別
授
業
は
、

楠
目
博
之
先
生
（

51
回
生
）
が

「
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
」

と
題
し
て
熱
い
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、

２
０
１
２
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
は
、
８
月
18
日(

土)

の
予
定

で
す
。

◎
新
校
舎
建
築
募
金

み
な
さ
ん
に
再
三
再
四
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
新
校
舎
建
築

募
金
は
、
今
年
９
月
末
現
在
３
億

６
千
９
百
50
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
３
月
か
ら
取
り
く
み
、

２
０
１
２
年
３
月
末
４
億
円
を
目

標
に
進
行
中
で
す
。
目
標
達
成
も

夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
募
金
委
員

長
と
し
て
最
後
の
お
願
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

（
10
・
25
記
）

本

部

だ

よ

り

東
海
支
部
だ
よ
り

平
成
24
年
度
の
年
会
費
納
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
郵
便
振

り
替
え
用
紙
が
全
員
の
方
に
同

封
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
来
年
度

用
で
す
の
で
今
年
の
総
会
で
払

わ
れ
た
方
に
も
入
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
注
意
下
さ
い

北
海
道
支
部
だ
よ
り

関
西
支
部
だ
よ
り



事
務
局

大
石

浩
（
54
回
生
）

香
川
支
部
「
七
夕
総
会
」
は
、
７

月
２
日
に
、
池
上
理
事
長
、
山
本
新

学
校
長
、
西
山
本
部
幹
事
長
を
は
じ

め
７
名
の
皆
さ
ま
を
来
賓
と
し
て
お

迎
え
し
高
松
駅
前
の
「
高
松
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

山
本
新
学
校
長
の
熱
い
想
い
を
込

め
た
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
三
澤
衡

一
郎
大
先
輩
（
19
回
）
か
ら
新
社
会

人
の
79
回
生
ま
で
42
名
の
仲
間
が
、

い
つ
も
な
が
ら
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ご
来
賓
と
し
て
関
東
・

佐
藤
さ
と
常
任
幹
事(

57
回)

、
関

西
・
山
下
成
子
幹
事(

32
回)

、
広

島
・
中
野
理
和
子
会
計
監
査(

52
回)

の
３
女
史
が
ご
参
加
下
さ
り
、
こ
れ

に
地
元
の
岩
井
住
子
さ
ん(

28
回
）
、

大
石
晶
子
さ
ん(

62
回)

、
近
藤
晶

子
さ
ん(

65
回)

の
３
名
が
加
わ
っ

て
、
例
年
に
な
く
華
や
か
な
宴
席
と

な
り
ま
し
た
。
関
東
支
部
の
佐
藤
常

任
幹
事
に
は
宴
席
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
役
員
改
選
で
は
、

三
役
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幹

事
・
会
計
監
査
の
清
岡
豊
彦
さ
ん

(
63
回

四
国
銀
行)

が
転
勤
さ
れ
、

代
わ
り
に
中
嶋
康
士
さ
ん(

64
回

四
国
銀
行)

が
就
任
、
ま
た
、
新
た

に
村
田
剛
さ
ん(

50
回

村
田
会
計

事
務
所)

が
幹
事
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
来
年
の
香
川
支
部
総
会
は
７
月

７
日
（
土
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

幹
事

大
田

潔
（
60
回
生
）

10
月
29
日
（
土
）
に
広
島
ア
ン

デ
ル
セ
ン
に
て
山
本
芳
夫
校
長
先
生

（
40
回
）
を
は
じ
め
9
名
の
来
賓

を
お
迎
え
し
、
平
成
23
年
度
支
部
総

会
を
行
い
ま
し
た
。
総
勢
32
名
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
懇
親
を
深
め

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
「
国
の
成
り
立
ち
を

変
え
る

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
の
あ
る
風
景
」

の
題
目
で
傍
士
銑
太
氏
（
49
回
）
に

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
傍
士
氏
は
Ｊ

リ
ー
グ
理
事
と
し
て
ご
活
躍
中
。

懇
親
会
で
は
山
本
校
長
先
生
か
ら

抱
負
や
母
校
の
近
況
報
告
を
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。
（
広
島
支
部
か
ら
は
、

新
校
舎
新
築
募
金
と
し
て
５
０
万
円

を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
）
。
恒

例
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
で
は
来
賓

の
幸
徳
正
夫
氏(

37
回)

の
い
つ
も

な
が
ら
の
感
動
的
な
お
話
、
傍
士
朋

子
様
か
ら
「
土
佐
高
校
」
と
い
う
文

化
＝
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
の
お
話
を

頂
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

初
参
加
の
中
村
哲
氏
（
51
回
）
は
、

リ
ビ
ア
の
ト
リ
ポ
リ
か
ら
帰
国
後
４

月
よ
り
広
島
に
赴
任
さ
れ
、
土
居
裕

美
子
さ
ん
（
61
回
）
は
、
比
治
山
大

学
に
て
教
鞭
を
執
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

参
加
最
年
少
の
藤
川
正
宗
氏
（
72
回
）

は
、
大
学
生
当
時
以
来
の
出
席
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

( 3 )

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
も
母

校
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

○
向
陽
ク
ラ
ブ
の
秋
の
活
躍
ぶ
り

今
年
も
創
意
を
凝
ら
し
た
櫓
が
立

ち
並
び
、
恒
例
の
運
動
会
が
秋
分
の

日
に
大
勢
の
来
場
者
を
迎
え
、
晴
天

の
下
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
の
胸
に
素
晴
ら
し
い
青
春
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
日

を
境
に
、
高
三
生
は
い
よ
い
よ
大
学

受
験
に
向
け
た
最
終
段
階
に
入
り
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
来
年
一

月
十
四
日
、
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
山
口
県
で
開
催
さ
れ

た
国
体
に
は
、
本
校
か
ら
七
種
目
に

八
名
（
う
ち
一
名
は
教
員
）
が
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
が
、
全
国

レ
ベ
ル
は
高
く
い
ず
れ
も
勝
ち
進
む

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

選
抜
出
場
を
か
け
た
秋
季
高
校
野
球

県
予
選
は
、
残
念
な
が
ら
四
位
に
止

ま
り
甲
子
園
の
夢
は
次
に
持
ち
越
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
化
部
を
含

む
各
ク
ラ
ブ
と
も
様
々
な
大
会
で
、

今
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向

け
た
懸
命
な
挑
戦
が
続
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

○
防
災
訓
練
の
実
施

お
陰
様
で
、
新
校
舎
は
免
震
、
耐

震
構
造
の
地
震
に
強
い
ビ
ル
と
し
て

二
年
前
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
回
の
大
震
災
を
受
け
、
ハ
ー

ド
面
に
加
え
ソ
フ
ト
面
で
の
備
え
も

強
化
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
そ
れ
に
沿
っ

た
防
災
訓
練
を
九
月
五
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
訓
練
に
は
近
隣
住
民
の
方
、

潮
江
小
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
総
勢
二
、
三
二
二
名

の
皆
さ
ん
の
真
剣
な
取
り
組
み
を
通

じ
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
評
価

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
訓
練
結
果

を
十
分
検
証
し
、
さ
ら
な
る
防
災
レ

ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

○
校
舎
建
築
募
金
の
目
標
達
成
に
向

け
最
後
の
お
願
い

新
校
舎
は
、
「
安
全
・
安
心
」
と

と
も
に
生
徒
同
士
、
生
徒
と
教
職
員

と
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の

ス
ペ
ー
ス
、
「
文
武
両
道
」
を
ス
ム
ー

ス
に
行
え
る
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
も

気
を
配
っ
た
素
晴
ら
し
い
学
び
舎
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
環
境
を
整
え

て
下
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
、
そ
し

て
財
政
面
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
募
金
活
動
も
い
よ
い
よ
来

年
三
月
末
で
終
了
い
た
し
ま
す
が
、

目
標
額
四
億
円
達
成
ま
で
も
う
少
し

（
九
月
末
時
点
で
の
残
額
は
三
千
五

十
万
円
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
重
ね
重

ね
の
お
願
い
で
恐
縮
で
す
が
最
後
の

お
力
添
え
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○
修
学
旅
行
で
お
世
話
に
な
り
ま
す

恒
例
の
高
一
生
の
修
学
旅
行
が
十

一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
の
予

定
で
行
わ
れ
ま
す
。
関
東
一
円
で
の

コ
ー
ス
別
研
修
に
備
え
て
、
各
グ
ル
ー

プ
と
も
熱
心
に
事
前
学
習
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
期
待
感
を
膨
ら
ま
せ
て

お
り
ま
す
。
訪
問
予
定
先
の
同
窓
生

の
皆
様
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
ど
う
か
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
こ

の
「
筆
山
」
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、

既
に
訪
問
が
終
了
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
色
々
ご
配
慮
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
）

最
後
に
皆
々
様
の
更
な
る
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
近
況
報

告
と
い
た
し
ま
す
。
（
十
月
末

記
）

学
校
長

山
本

芳
夫
（
40
回
生
）

母

校

だ

よ

り

香
川
支
部
だ
よ
り

広
島
支
部
だ
よ
り



【
森
下
勝
彦
（
47
回
生)

】
ま
さ

に
感
動
、
感
激
の
試
合
で
し
た
。

試
合
開
始
当
初
は
、
土
佐
の
動
き

が
良
く
、
ゲ
ー
ム
を
支
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
徐
々
に
高
知
商
の
ペ
ー

ス
に
。
し
か
し
、
キ
ー
パ
ー
の
志

和
君
と
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
の
秋
森

君
、
中
山
君
は
安
定
し
て
お
り
、

高
知
商
の
決
定
的
チ
ャ
ン
ス
は
、
後

半
の
ポ
ス
ト
に
当
た
っ
た
シ
ュ
ー
ト

の
み
で
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

準
決
勝
の
延
長
戦
の
疲
れ
か
、
土
佐

高
の
足
が
鈍
く
な
り
、
イ
ー
ジ
ー
ミ

ス
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
延
長
か
、
と
思
わ
れ
た
ロ

ス
タ
イ
ム
、
Ｃ
Ｋ
か
ら
の
ク
リ
ア
ボ
ー

ル
を
Ｄ
Ｆ
中
山
君
が
左
足
で
シ
ュ
ー

ト
。
ゴ
ー
ル
右
隅
へ
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ

に
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。

生
徒
、
保
護
者
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

席
は
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
握
手
の
嵐
、

一
部
で
は
ハ
グ
と
、
歓
喜
の
渦
と
な

り
ま
し
た
。

12
年
ぶ
り
の
全
国

大
会
。
今
回
は
初
戦
勝
利
が
狙
え
る

チ
ー
ム
で
す
。
関
東
の
同
窓
生
の
皆

さ
ん
、
試
合
会
場
で
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長)

( 4 )

サ
ッ
カ
ー
部

12
年
ぶ
り
全
国
へ

１
月
２
日
青
森
山
田
高
校
と
激
突

渋
谷
勉
監
督(

58
回
生)

「
た
く
さ
ん
の
方
々
の
熱
烈
な
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
に
は
「
自
分
を
信
じ
、

仲
間
を
信
じ
、
全
力
を
出
し
切
れ
」

と
ピ
ッ
チ
に
送
り
出
し
ま
し
た
が
、

本
当
に
粘
り
強
く
戦
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
全
国
大
会
で
は
悲
願
で
あ

る
全
国
一
勝
を
達
成
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

11
月

5
日
（
土
）
、
高
知
県

立
青
少
年
体
育
館
で
開
か
れ
た

「
第
1
回
科
学
の
甲
子
園
高
知
県

大
会
」
で
み
ご
と
土
佐
高
校
チ
ー

ム
が
優
勝
、
県
代
表
と
し
て
来
年

3
月
24
日
か
ら
26
日
、
西
宮
市

で
開
催
さ
れ
る
「
科
学
の
甲
子
園

全
国
大
会
」
へ
出
場
す
る
。

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

の
主
催
で
、
理
科
・
数
学
・
情
報

に
お
け
る
複
数
分
野
の
競
技
で
科

学
の
知
識
や
そ
の
活
用
力
を
競
い

合
う
大
会
。

土
佐
高
は
岩
崎
、
吉
沢
、
岡
本
、

第
一
回

科
学
の
甲
子
園

土
佐
高
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
出
場

理
科
、
数
学
、
情
報
な
ど
競
う

ロスタイム終了直前のゴール
０-０で迎えた後半のロスタイム。決めたのはＤＦ中山君の劇的なゴール。高知商業

の気迫の攻撃を粘り強い守りで乗り切り、延長直前に訪れたコーナーキックのチャ

ンスを生かし決勝点をもぎ取った。応援団からは「奇跡、奇跡」の大合唱が起きた。

おめでとう土佐高！

土
佐
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
11
月
６
日
、
第
90
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
県
予
選
決
勝
で
高
知
商
業
を
１
―
０
で
破
り
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た
。
１
９
９
９
年
以
来
12
年
ぶ
り
二
度
目
の
快
挙
で

あ
る
。
11
月
21
日
の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
の
結
果
、
土
佐
高
は
１
月
２

日
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２
の
２
回
戦
第
二
試
合
で
青
森
山
田
高

校
と
対
戦
す
る
。
開
会
式
は
12
月
30
日
、
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
。



山
下
、
島
、
吉
良
、
加
茂
、
山
崎
、

中
屋
の
9
名
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参

加
し
、
筆
記
競
技
、
実
験
競
技
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
に
力

を
発
揮
し
て
優
勝
し
た
。

英
語
弁
論
大
会
な
ど
で
も

好
成
績
（
母
校
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
）

◆
第
64
回
高
知
県
中
学
・
高
校
英
語

弁
論
大
会
（
11
月
6
日
）

【
中
学
の
部
】
［
暗
唱
］
中
３
の
間

崎
君
が
優
勝
。
［
弁
論
］
ガ
ー
ナ
の

高
校
生
徒
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
た

西
森
君
（
中
２
）
が
２
位
。

【
高
校
の
部
】
震
災
後
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
」
問
題
を
取
り
上
げ
た
新

納
さ
ん
（
高
２
）
が
準
優
勝
、
「
本

当
の
幸
せ
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

語
っ
た
島
内
さ
ん
（
高
１
）
が
優
勝
。

◆
第
11
回
高
知
県
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会
（
10
月
30
日
）
2
位
で
昨
年

に
続
き
全
国
大
会
（
12
月
金
沢
学
院

大
学
）
出
場
を
決
め
た
。

( 5 )

磐
梯
山
を
紅
葉
が
彩
る
十
月
下

旬
、
猪
苗
代
湖
畔
の
旅
館
を
訪
ね

た
「
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会
」

の
メ
ン
バ
ー
中
田
、
中
村
両
君

（
35
回
生
）
は
、
食
堂
に
集
ま
っ

た
猪
苗
代
町
民
の
熱
い
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
。
こ
の
日
、
八
月
二
八

日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
る
ガ
ー
ナ

高
校
生
一
行
の
福
島
訪
問

受
け
入
れ
に
汗
を
流
し
た

地
元
世
話
役
の
方
々
十
名

の
「
反
省
会
」
が
行
わ
れ

て
い
た
。
中
華
料
理
を
囲

ん
で
、
笑
い
と
尽
き
ぬ
思

い
出
話
に
時
を
過
ご
し
な

が
ら
も
、
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
以
来
の
様
々

な
苦
労
が
各
々
の
頭
に
蘇
っ

て
き
た
。

地
震
、
津
波
、
東
京
電

力
第
一
原
発
の
被
災
が
重

な
り
、
地
元
は
言
う
に
及

ば
ず
東
京
で
す
ら
帰
宅
難

民
、
水
汚
染
、
停
電
な
ど

の
混
乱
が
起
き
て
、
催
し

や
旅
行
の
中
止
・
自
粛
が

報
じ
ら
れ
た
。
今
年
の
ガ
ー

ナ
高
校
生
研
修
旅
行
先
を

東
京
と
福
島
に
予
定
し
て
い
た
当

支
援
会
も
、
「
日
本
に
ガ
ー
ナ
高

校
生
が
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」

「
毎
年
参
加
す
る
原
宿
ス
ー
パ
ー

よ
さ
こ
い
は
開
催
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
？
」
「
福
島
は
受
け
入
れ
ど
こ

ろ
で
は
な
い
の
で
は
？
」
「
交
流

資
金
が
集
ま
る
だ
ろ
う
か
？
」
な

ど
心
配
事
だ
ら
け
で
、
い
っ
た
ん

は
「
今
年
の
交
流
は
中
止
や
む
な

し
」
と
観
念
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ガ
ー
ナ
高
校
生
の

反
応
は
早
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
画
像

Y
o
u
T
ub
e

で
の
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
「
行
き
ま
す
」
と
の

声
。
東
京
で
の
交
流
幹
事
校
麻
布

学
園
か
ら
も
「
中
止
し
な
い
で
」

と
の
訴
え
が
。
そ
し
て
、
縁
者
を

失
っ
た
り
、
作
物
の
風
評
被
害
、

避
難
民
の
世
話
な
ど
で
大
変
な
状

況
に
あ
っ
た
猪
苗
代
町
か
ら
、

「
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」

な
ど
と
当
方
か
ら
訊
け
る
雰
囲
気

で
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
「
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
熱
い
言
葉
。

心
配
さ
れ
た
お
金
も
、
有
難
い

こ
と
に
ス
ポ
ン
サ
ー
（
株
式
会
社

ロ
ッ
テ
）
は
じ
め
、
土
佐
校
同
窓

生
を
含
む
大
勢
の
方
々
の
ご
厚
志

が
集
ま
り
始
め
た
。

そ
し
て
八
月
、
都
内
高
校
生
・

土
佐
中
生
と
の
交
流
や
原
宿
ス
ー

パ
ー
よ
さ
こ
い
出
場
、
ロ
ッ
テ
や

富
士
重
工
の
工
場
見
学
（
森
郁
夫

会
長
＝
41
回
生
の
ご
好
意
に
よ
る
）

を
終
え
て
や
や
疲
れ
気
味
で
福
島

県
に
入
っ
た
ガ
ー
ナ
高
校
生
一
行

二
十
名
の
目
を
癒
し
た
の
は
、
磐

梯
山
を
映
す
猪
苗
代
湖
や
見
渡
す

限
り
の
水
田
…
美
し
い
日
本
の
田

舎
の
風
景
だ
っ
た
。

一
夜
明
け
て
、
お
見
舞
い
訪
問

か
た
が
た
猪
苗
代
町
長
か
ら
震
災

の
様
子
を
伺
い
、
野
口
英
世
記
念

館
で
は
ガ
ー
ナ
で
客
死
し
た
博
士

の
事
績
を
詳
し
く
学
ん
だ
。

二
日
目
、
猪
苗
代
高
校
を
訪
ね

て
講
堂
に
通
さ
れ
る
と
、
全
校
生

が
集
ま
っ
て
い
て
拍
手
の
嵐
。
生

徒
会
長
の
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
で
始

ま
る
歓
迎
式
典
を
皮
切
り
に
、
そ

ば
打
ち
、
浴
衣
着
付
け
体
験
、
茶

会
な
ど
日
本
文
化
に
ひ
た
っ
た
。

そ
し
て
、
海
岸
の
学
校
か
ら
集
団

避
難
し
て
い
た
富
岡
高
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
員
と
交
流
。
高
校
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ら
に
よ
る
模
範
試
合
に

続
き
、
コ
ー
ト
十
面
ほ
ど
を
設
け

た
大
き
な
体
育
館
狭
し
と
ば
か
り
、

全
員
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ゲ
ー

ム
に
、
サ
ッ
サ
と
羽
音
を
立
て
な

が
ら
我
を
忘
れ
て
楽
し
ん
だ
。

傍
目
に
驚
い
た
の
は
、
母

校
を
離
れ
、
親
元
を
離
れ
、

慣
れ
な
い
土
地
で
難
儀
し
て

い
る
は
ず
の
富
岡
高
校
選
手

た
ち
が
、
礼
儀
正
し
く
、
初

心
者
相
手
の
プ
レ
イ
に
ひ
た

む
き
に
打
ち
興
じ
る
様
子
で

あ
る
。
一
意
専
心
、
一
糸
乱

れ
ず
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
…
高
校
全
日
本
を
制
し
た

強
豪
チ
ー
ム
と
は
聞
い
て
い

た
が
、
本
物
の
強
さ
を
見
せ

て
貰
っ
た
。

福
島
で
の
交
流
は
、
会
津

大
学
見
学
、
会
津
若
松
観
光
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
お
別
れ
会

と
続
く
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛

す
る
。

終
わ
り
に
、
ガ
ー
ナ
高
校
生
が

書
い
て
く
れ
た
感
想
文
は
、
自
然

と
温
か
い
心
の
あ
る
福
島
に
ま
た

来
た
い
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
学
び

た
い
等
々
感
激
と
感
謝
の
言
葉
に

満
ち
て
い
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

第８回ガーナ高校生日本研修旅行

被
災
地

福
島
を

訪
ね
て

公
文
敏
雄
（
35
回
生
）

正座してまずは一礼（猪苗代高校茶会）.



私
は
中
学
、
高
校
ず
っ
と
文
芸
部

に
、
高
校
一
年
の
時
に
新
聞
部
に
入

部
し
ま
し
た
。
二
つ
の
部
は
部
室
も

近
く
仲
良
く
や
っ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
文
芸
部
は
女
子
部
員
が
殆

ど
で
し
た
。
中
学
の
頃
は
先
輩
の
言

い
つ
け
に
従
っ
て
学
校
の
近
く
の
文

房
具
店
や
父
兄
の
店
に
広
告
を
お
願

い
に
行
く
の
が
仕
事
で
し
た
。
お
ず

お
ず
と
門
を
く
ぐ
る
学
生
に
皆
さ
ん

が
や
さ
し
く
応
援
し
て
下
さ
っ
た
も

の
で
し
た
。

高
校
二
年
の
時
先
輩
か
ら
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
て
文
芸
誌
「
筆
山
」
を

発
行
し
た
時
は
大
変
で
し
た
。
広
告

集
め
、
原
稿
依
頼
、
編
集
、
割
付
、

校
正
を
少
数
の
女
子
部
員
で
行
い
ま

し
た
。
経
費
を
少
し
で
も
安
く
す
る

た
め
に
先
輩
か
ら
の
申
し
送
り
で
、

印
刷
は
高
知
刑
務
所
に
依
頼
し
て
い

ま
し
た
。

高
知
城
の
西
北
、
す
べ
り
山
の
そ

ば
に
あ
っ
た
刑
務
所
の
門
を
く
ぐ
り
、

静
か
な
小
部
屋
で
係
官
の
人
と
原
稿

の
受
け
渡
し
を
し
た
も
の
で
し
た
。

な
か
で
も
一
番
困
っ
た
こ
と
は
原
稿

が
足
り
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
頁

を
埋
め
る
た
め
に
私
も
生
ま
れ
て
初

め
て
創
作
を
書
き
ま
し
た
。
淡
い
恋

心
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
筆
山
」
が
出
来
上
が
っ
て
各
ク
ラ

ス
に
配
ら
れ
た
時
、
私
の
拙
文
を
読

ん
で
皆
さ
ん
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
で

恥
ず
か
し
く
て
廊
下
が
歩
け
な
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
し
て
新
聞
部
に
は
、
先
輩
が

「
入
っ
て
み
な
い
」
と
誘
っ
て
下
さ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

校
舎
の
正
面
か
ら
入
る
と
左
は
事

務
室
、
応
接
室
、
校
長
室
、
職
員
室

と
続
き
、
右
は
生
徒
会
、
文
芸
部
、

新
聞
部
、
放
送
部
と
並
ん
で
い
ま
し

た
。
あ
の
頃
は
一
ク
ラ
ス
に
生
徒
七

二
名
も
居
て
、
私
は
ヤ
マ
サ
キ
で
七

二
番
で
し
た
か
ら
、
い
つ
も
後
ろ
の

壁
に
く
っ
つ
い
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。

通
行
で
き
る
の
は
前
だ
け
、
そ
れ
で

も
授
業
中
は
物
音
一
つ
な
く
静
か
に

勉
強
し
た
も
の
で
し
た
。
休
み
時
間

に
は
白
線
を
つ
け
た
生
徒
が
廊
下
も

階
段
も
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
学
校
が

大
好
き
だ
っ
た
私
は
、
卒
業
間
近
な

頃
、
あ
あ
こ
の
渦
の
中
で
死
ん
で
し

ま
い
た
い
と
か
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

新
聞
部
は
大
勢
で
面
白
い
集
団
で

し
た
。
高
校
三
年
生
は
勉
強
優
先
の

た
め
引
退
し
、
高
二
と
高
一
で
す
べ

て
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
授

業
が
終
わ
る
と
部
室
に
直
行
し
て
、

色
々
な
こ
と
を
相
談
し
た
も
の
で
し

た
。
す
ぐ
に
紙
面
を
ま
か
さ
れ
、
色
々

な
原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
「
先
生
の

お
宅
訪
問
」
記
事
を
書
く
た
め
、
久

保
田
先
生
、
片
岡
先
生
、
熊
野
先
生

の
お
宅
に
伺
っ
た
こ
と
な
ど
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。
原
稿
を
書
き
な
が

ら
も
、
半
分
は
お
喋
り
と
掛
け
合
い

漫
才
の
よ
う
な
、
楽
し
い
毎
日
で
し

た
。■

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
く

今
回
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
の
素
晴

ら
し
い
ご
努
力
に
よ
っ
て
向
陽
新
聞

が
全
号
蘇
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
拝
見

し
ま
し
て
、
当
時
の
向
陽
新
聞
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
と
面
白
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
あ
の
雰
囲
気
の
中
か
ら
皆
で
こ

の
紙
面
を
作
り
上
げ
た
の
だ
と
感
動

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
の
時

の
部
員
だ
け
の
力
で
は
な
く
、
大
い

に
先
輩
の
励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
高
三
の
先
輩
達
も
足

繁
く
部
室
を
の
ぞ
い
て
は
新
聞
の
作

り
方
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
岩
谷
大
先
輩
、
中
城
さ
ん
を

始
め
大
学
生
の
先
輩
達
が
休
み
に
な

る
と
真
っ
先
に
部
室
を
訪
ね
て
下
さ

い
ま
し
た
。
東
京
の
風
、
大
学
の
風

と
と
も
に
。

新
聞
部
に
は
先
輩
と
後
輩
の
強
い

絆
が
あ
り
、
高
校
生
だ
け
で
は
と
て

( 6 )

向
陽
新
聞
に
見
る
土
佐
中
高
の
歩
み

④

毎
日
お
し
ゃ
べ
り
の
楽
し
い
青
春
の
日
々

女
子
部
員
か
ら
見
た
当
時
の
新
聞
部
に
つ
い
て
何
か
を
書
く
よ
う
に
と

の
ご
指
名
を
受
け
ま
し
て
五
十
数
年
前
の
思
い
出
を
手
探
り
に
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
は
じ
め
に
少
し
脱
線
し
ま
し
て
、
文
芸
部
の
こ
と

を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

久
永
洋
子
（
34
回
生
）

昭和36年1月、母校で新聞部新年会をしたときのもの

女
子
部
員
が
見
た
向
陽
新
聞
部



も
対
処
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
盛
り

上
げ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大

島
校
長
先
生
も
新
聞
部
に
は
一
目
置

い
て
お
ら
れ
て
、
先
輩
も
交
え
て
の

会
議
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
の
突
っ
込
み
に
本
気
で
激

高
さ
れ
た
り
、
や
さ
し
く
教
え
て
下

さ
っ
た
り
、
人
間
味
溢
れ
る
方
で
し

た
。昭

和
三
十
三
年
春
、
大
島
校
長
先

生
は
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
、
先
生
と
身
近
に
お
話
し
し

て
、
学
校
を
思
う
先
生
の
ご
意
志
の

一
端
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
本
当
に
貴
重
な
こ
と
で
し

た
。
あ
の
時
私
達
は
高
校
三
年
生
で

し
た
。

■
部
室
で
育
ま
れ
た
友
情

女
子
部
員
は
勝
手
に
喋
っ
て
ば
か

り
い
て
、
広
告
、
編
集
、
印
刷
等
の

大
変
な
仕
事
は
男
子
部
員
が
夜
遅
く

ま
で
部
室
に
残
っ
て
や
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

私
達
は
夕
暮
れ
に
な
る
と
、
に
ぎ

や
か
に
下
校
し
ま
し
た
。
喋
り
疲
れ
、

笑
い
疲
れ
て
、
鏡
川
の
橋
に
来
ま
す

と
、
西
の
空
に
鮮
や
か
な
夕
陽
が
今

に
も
沈
も
う
と
し
て
い
て
、
静
か
な

川
面
に
青
の
り
を
採
る
舟
が
一
艘
、

二
艘
、
船
尾
に
尾
を
曳
き
な
が
ら
浮

か
ん
で
い
ま
し
た
。
心
静
ま
る
風
景

で
し
た
。

平
成
ま
で
続
く
こ
と
な
く
、
今
母

校
に
は
新
聞
部
も
文
芸
部
も
な
い
と

い
う
こ
と
を
私
は
最
近
知
り
ま
し
た
。

何
故
？
と
驚
き
ま
し
た
。

あ
の
薄
暗
い
廊
下
の
隅
、
階
段
の

そ
ば
の
小
さ
な
部
室
で
育
ま
れ
た
友

情
、
そ
し
て
34
回
生
は
、
国
見
さ
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
吉
川
さ
ん
毎
日
新
聞
、
秦

さ
ん
朝
日
新
聞
、
と
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
陰
な
が
ら
、
こ
れ
は
私
の

自
慢
だ
っ
た
の
で
す
が
。

時
は
過
ぎ
、
秦
さ
ん
と
浜
田
さ
ん

は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ん

な
に
新
聞
部
を
愛
し
て
い
た
お
ふ
た

り
に
向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
が
出
来
た

こ
と
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

( 7 )

「向陽新聞」バックナンバー
ＣＤ完成のおしらせ

向陽プレス クラブ（KPC）
では「向陽新 聞」の電子化
がほぼ完成い たしましたの
で閲覧の利便 性を考えCD化
いたしました。 「向陽新聞」
バックナンバー には日本が終
戦後の混乱か ら復興し発展
していく過程 を四国の片隅
で体験した高 校生・中学生
の『想い』が 掲載されてい
ます。戦後日本及び皆様方の青春の思い出を感じていた
だければ幸いです。

また、このCDが土佐校の歴史の貴重な資料として、編
纂予定の「土佐校百年史」や価値観の大きな変革期にお
ける学校運営にも活用されることを期待して、母校にも
提供いたしました。詳しいいきさつ、バックナンバー等
はホームページ（http://www.tosakpc.net/）に、掲載
してあります。

尚、CDは非売品でありますが、複製をご希望される方
はKPC（post@tosakpc.net）までメイルでお申し込み下
さい。ただ、申し訳ありませんがお申し込みの際に１枚
当たり約３千円の制作協力金をお願いしています。

向陽プレスクラブ（KPC）
《お願い》現在5号、82号、107号が未収録です。お持ちの方は

御連絡頂ければ幸いに存じます。

（42回生 藤宗俊一）

こ
の
た
び
県
立
高
知
小
津
高
等

学
校
か
ら
母
校
土
佐
高
校
野
球
部

の
監
督
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
59

回
生
の
西
内
一
人
で
す
。
土
佐
中

学
・
高
校
で
６
年
間
野
球
部
に
所

属
し
、
高
校
時
代
は
籠
尾
先
生
の

指
導
の
も
と
外
野
手
と
し
て
プ
レ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
東
京
学
芸
大
学
を

卒
業
、
平
成
６
年
か
ら
須
崎
高
校

で
10
年
、
小
津
高
校
で
７
年
監
督

を
務
め
、
高
多
先
生
の
退
職
に
伴

い
母
校
の
監
督
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。

土
佐
高
校
の
監
督
の
話
を
頂
い

た
時
に
は
、
そ
の
よ
う
な
大
役
を

引
き
受
け
て
よ
い
も
の
か
と
い
う

思
い
の
ほ
う
が
強
く
、
迷
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
籠
尾
先
生
を
は
じ

め
Ｏ
Ｂ
、
土
佐
高
校
野
球
部
に
育

て
て
い
た
だ
い
た
恩
に
直
接
恩
返

し
で
き
る
機
会
を
頂
け
る
こ
と
は
、

大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
お
引
き
受
け
し
ま
し
た

か
ら
に
は
、
平
成
５
年
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
甲
子
園
出
場
、
そ
し

て
甲
子
園
で
校
歌
を
歌
う
こ
と
を

目
標
に
日
々
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
高
知
県
の
高
校
野
球
は
高

知
高
校
、
明
徳
の
２
強
時
代
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
明
徳
、
高
知

に
勝
た
な
い
と
甲
子
園
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
時
点
で
は
体
格
面
、
技

術
面
で
も
差
が
あ
り
ま
す
。
練
習

時
間
に
お
い
て
も
ハ
ン
デ
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
今
年
の
夏
の
選

手
権
の
予
選
で
は
、
準
決
勝
の
明

徳
戦
で
森
岡
が
８
回
に
押
し
出
し

で
一
点
を
取
ら
れ
、
０
―
１
で
敗

れ
ま
し
た
が
、
明
徳
を
２
安
打
に

抑
え
、
ま
た
、
８
月
の
新
人
戦
に

お
い
て
も
準
決
勝
で
明
徳
を
２
年

の
エ
ー
ス
林
が
３
安
打
完
封
１
―

０
で
勝
利
し
ま
し
た
。
力
の
差
は

あ
る
と
は
い
え
、
自
分
た
ち
の
力

を
出
し
切
り
、
土
佐
高
校
ら
し
い

野
球
が
で
き
れ
ば
十
分
戦
え
る
こ

と
は
選
手
た
ち
も
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
に
体
力
・
技
術
・
精
神
面

を
鍛
え
、
７
月
に
は
関
東
支
部
の

同
窓
生
の
皆
様
に
良
い
ご
報
告
が

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

［
４
月
以
降
の
結
果
］

５
月
の
県
体

ベ
ス
ト
４
ま
で
進
出

し
、
雨
天
中
止
で
４
校
優
勝

７
月
の
夏
の
選
手
権
大
会

準
決
勝

で
明
徳
に
０
―
１
で
敗
れ
ベ
ス
ト
４

８
月
の
夏
の
新
人
戦

準
決
勝
で
明

徳
に
１
―
０
で
勝
ち
、
決
勝
戦
で
高

知
高
校
に
３
―
18
で
敗
れ
る
。

９
月
の
秋
季
大
会

準
決
勝
で
高
知

商
業
に
１
―
７
、
四
国
大
会
を
か
け

た
３
位
決
定
戦
で
も
０
―
９
で
高
知

高
校
に
敗
れ
、
連
年
の
四
国
大
会
出

場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

野
球
部
監
督
に
就
任
し
て

西
内
一
人
（
59
回
生
）



こ
の
八
月
に
『
商
家
「
木
屋
」
と

そ
の
時
代
』
と
題
し
た
本
を
自
費
出

版
し
、
親
類
縁
者
に
配
布
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
祖
父
ま
で
六
代
続

い
た
商
家
の
当
主
と
縁
者
の
足
跡
を

彼
ら
の
生
き
た
時
代
と
共
に
書
き
下

ろ
し
た
も
の
で
す
。

「
木
屋
」
は
、
安
永
元
年
（
一
七

七
二
）
に
本
家
材
木
屋
か
ら
分
家
し
、

高
知
菜
園
場
町
入
口
の
菜
園
場
橋

（
現
在
の
木
屋
橋
）
た
も
と
に
、
傳

五
右
衛
門
が
金
物
屋
と
し
て
出
店
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

●
二
代
目
で
殿
様
に
謁
見
か
な
う

二
代
只
右
衛
門
の
時
代
に
は
金
物

に
加
え
て
砂
糖
を
扱
う
問
屋
と
な
り
、

関
係
者
と
共
に
藩
主
に
謁
見
で
き
る

待
遇
を
受
け
、
さ
ら
に
三
代
與
右
衛

門
に
至
り
、
単
独
で
も
謁
見
で
き
る

「
独
礼
御
目
見
御
免
」
を
許
さ
れ
ま

し
た
。
四
代
與
左
右
は
地
金
や
火
薬
、

篠
巻
な
ど
を
新
た
に
扱
い
、
土
佐
を

訪
れ
た
各
藩
の
お
世
話
を
す
る
「
御

導
役
」
を
拝
命
、
西
郷
隆
盛
の
土
佐

訪
問
時
に
は
数
度
に
わ
た
り
そ
の
お

宿
を
し
て
い
ま
す
。
明
治
に
入
っ
て

五
代
與
右
衛
門
は
、
紡
績
機
材
や
諸

国
種
物
等
も
商
い
に
加
え
、
明
治
後

期
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
水
野
龍

の
懇
望
に
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
事
業

を
手
掛
け
る
ほ
か
、
明
治
末
か
ら
十

四
年
間
に
亘
っ
て
は
貴
族
院
議
員
を

務
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
六
代
茂
雄
が
当
主
に
就
い

た
昭
和
六
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、

長
い
戦
争
の
時
代
が
続
い
た
た
め
商

売
は
次
第
に
衰
退
し
、
敗
戦
の
前
年

に
約
一
七
〇
年
に
亘
っ
た
家
業
を
休

業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
終
戦

後
再
興
を
目
指
し
た
も
の
の
、
戦
後

の
諸
改
革
に
よ
っ
て
屋
敷
の
半
分
を

除
く
ほ
ぼ
全
財
産
を
手
放
さ
ざ
る
を

え
な
く
な
り
、
断
念
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

「
木
屋
」
の
歴
史
は
概
ね
以
上
の

通
り
で
す
が
、
私
は
木
屋
六
代
の
商

家
の
残
り
香
が
漂
う
こ
の
屋
敷
に
生

れ
、
藏
に
囲
ま
れ
た
中
庭
で
大
勢
の

い
と
こ
達
と
三
輪
車
に
乗
り
、
缶
蹴

り
な
ど
で
走
り
回
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
な
ど
も
し
て
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

●
子
孫
に
伝
え
た
い
先
祖
の
足
跡

日
々
の
生
活
は
質
素
倹
約
で
地
味

で
し
た
が
、
虫
干
し
の
季
節
等
に
は
、

代
々
伝
え
ら
れ
て
来
た
書
画
・
甲
冑

・
屏
風
な
ど
が
土
蔵
か
ら
運
び
出
さ

れ
母
屋
の
大
広
間
に
所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
た
り
、
正
月
な
ど
の
祝
い
事
で

は
、
御
来
賓
一
行
を
迎
え
る
宴
席
な

ど
に
お
貸
し
し
た
揃
い
の
皿
や
椀
、

膳
な
ど
が
使
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
品
々

の
由
来
や
、

木
屋
の

先

祖
縁
者
達

の
こ
と
を
、

祖
母
や
親

の
世
代
か

ら
折
に
ふ
れ
聞
か
さ
れ
て
は
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
何
時
の
時
代
の
話
か
縁

者
達
が
ど
う
い
う
繋
が
り
か
な
ど
曖

昧
な
覚
え
の
ま
ま
、
関
西
の
大
学
に

入
学
し
就
職
後
は
首
都
圏
で
暮
ら
す

よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か
先
祖
に
思

い
を
馳
せ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
十
数
年
前
、
本
家
の
伯

母
か
ら
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

「
研
究
紀
要
」
が
千
葉
の
自
宅
に
送

ら
れ
て
き
、
そ
こ
に
は
木
屋
の
年
譜

（
町
の
老
役
等
が
藩
に
提
出
す
る
履

歴
書
）
の
全
文
と
資
料
館
学
芸
員
高

松
恵
氏
に
よ
る
木
屋
の
概
要
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
譜
そ
の
も
の
は
漢
字
の
羅
列
で

す
が
、
一
見
し
た
だ
け
で
随
所
に
木

屋
に
つ
い
て
の
新
し
い
発
見
が
あ
り
、

忘
れ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
先
祖
へ

の
思
い
が
甦
っ
て
来
ま
し
た
。
同
時

に
、
今
の
う
ち
に
木
屋
の
こ
と
を
書

き
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
私
の
子

孫
達
は
未
来
永
劫
先
祖
の
足
跡
を
知

る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
年
譜
全
文
を
現

代
文
に
書
き
直
す
と
と
も
に
、
裏
付

け
資
料
を
発
掘
し
て
肉
付
け
を
行
い
、

さ
ら
に
先
の
戦
争
を
経
験
し
た
親
の

世
代
ま
で
の
こ
と
を
書
き
加
え
れ
ば
、

面
白
い
本
が
で
き
そ
う
な
期
待
を
抱

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
兄
弟
手
分
け
し
て
ま
る
二
年

執
筆
は
定
年
後
の
楽
し
み
に
と
っ

て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
面
は

そ
の
準
備
と
し
て
、
帰
高
の
た
び
に

図
書
館
等
で
資
料
調
査
を
行
っ
た
り
、

叔
父
叔
母
達
か
ら
木
屋
に
伝
わ

る
昔
話
や
彼
ら
自
身
の
体
験
談

を
改
め
て
聞
き
だ
し
た
り
す
る

一
方
、
先
祖
の
足
跡
の
残
る
場

所
を
訪
ね
歩
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。い

ざ
還
暦
を
迎
え
て
も
、
第

二
の
宮
仕
え
に
よ
り
、
な
か
な

か
自
由
時
間
を
確
保
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
八
十
代
後
半
と
な
っ

た
叔
父
叔
母
達
か
ら
話
を
聞
け

る
間
に
執
筆
に
着
手
し
な
け
れ

ば
、
あ
れ
こ
れ
聞
き
洩
ら
し
た

と
後
で
悔
い
を
残
す
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

兄
に
執
筆
プ
ラ
ン
を
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
兄
も
同
じ
思
い
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
、
兄
弟
で
木
屋

の
足
跡
を
書
き
記
そ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

執
筆
の
裏
付
け
と
な
る
客
観
的
資

料
は
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る

と
こ
ろ
を
発
掘
精
査
し
、
著
述
は
す

で
に
四
年
程
前
に
木
屋
与
左
右
と
い

う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
本
を
出
版
し
た
経

歴
の
あ
る
兄
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

( 8 )

今
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す

29 筆者二十歳頃の「木屋」
(屋敷跡地は現在四国銀行木屋橋支店）

私
家
本

『
商
家
「
木
屋
」
と
そ
の
時
代
』
を

出
版
し
ま
し
た

竹
村
守
雄
（
41
回
生
）



り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
執
筆
開
始

丸
二
年
後
に
原
稿
が
纏
ま
り
ま
し
た
。

出
版
後
改
め
て
本
を
手
に
し
て
み
る

と
、
思
い
の
ほ
か
よ
く
書
け
て
い
る

と
思
う
所
が
あ
る
反
面
、
も
う
少
し

掘
り
下
げ
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
所

も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

全
体
と
し
て
は
一
仕
事
終
え
た
と
い

う
満
足
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
、
拙
い
本
で
あ
っ
て
も
子
供
や

孫
に
残
す
も
の
が
で
き
た
と
い
う
気

持
ち
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。

余
談
で
す
が
、
土
佐
高
同
期
の
鎌

田
振
吉
君
の
先
祖
も
藩
政
期
に
種
崎

町
で
三
好
屋
と
い
う
商
家
を
営
ん
で

い
た
こ
と
を
、
執
筆
に
着
手
し
た
頃

に
偶
然
知
り
ま
し
た
。
彼
は
三
好
屋

の
年
譜
を
既
に
現
代
文
に
訳
し
て
お

り
、
木
屋
の
年
譜
を
読
み
解
く
上
で

大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
三
好

屋
と
木
屋
と
は
、
町
内
困
窮
者
の
支

援
、
相
撲
興
行
の
請
負
な
ど
に
よ
り
、

度
々
藩
か
ら
御
褒
詞
と
共
に
頂
戴
物

を
授
か
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
同
期
と
な
っ
た
後
裔
ど
う

し
が
、
「
お
ま
ん
く
は
お
酒
以
外
に

お
吸
い
物
ま
で
殿
様
か
ら
頂
い
た
の

か
」
な
ど
と
メ
ー
ル
を
通
じ
て
遣
り

取
り
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
約
二

百
年
前
の
先
祖
達
は
驚
い
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

一
冊
の
本
を
出
版
す
る
の
は
思
っ

て
い
た
以
上
に
時
間
と
手
間
が
か
か

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
関
心

の
あ
る
こ
と
を
調
べ
る
の
は
、
つ
い

つ
い
没
頭
し
て
し
ま
う
面
白
さ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
同
期
生
達
は

じ
め
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
う
機
会

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
皆
様
も
先
祖

に
思
い
を
馳
せ
彼
ら
の
こ
と
を
書
き

残
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

同
窓
会
関
東
支
部
メ
ン
バ
ー
の
な

か
に
、
長
く
続
い
て
い
る
私
的
分
科

会
が
あ
る
。
主
に
石
油
産
業
、
石
油

化
学
、
総
合
商
社
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
等
で
ス
タ
ー
ト
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
産
業
に
携
わ
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

集
い
だ
。
も
う
か
れ
こ
れ
20
年
を

超
え
る
。

こ
の
ほ
ど
、
会
長
は
泉
谷
良
彦
氏

（
29
回
）
か
ら
吉
村
尚
憲
氏
（
39

回
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
事
務

局
ス
タ
ッ
フ
に
は
二
宮
潔
氏
（
49

回
）
、
野
中
聖
仁
氏
（
58
回
）
、

澤
田
千
紘
女
史
（
78
回
）
の
三
人

が
名
を
連
ね
る
。

去
る
10
月
３
日
（
月
）
、
高
知
県

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
る
ご
と
高

知
」
の
お
き
ゃ
く
・T

O
S
A

D
I
N
I

NG

で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
」
を
新

た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲

げ
た
定
例
会
が
催
さ
れ

た
。
先
の
東
北
地
方
大

震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
、

今
ま
さ
に
「
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大

転
換
期
」
に
拍
車
が
掛

か
ろ
う
と
し
て
い
る
局

面
で
の
「
薔
薇
の
木
会
」

の
開
催
だ
。

新
世
代
の
20
余
名
が

新
加
入
し
、
90
名
ほ
ど

の
エ
ン
ト
リ
ー
メ
ン
バ
ー

か
ら
、
40
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
・
環
境
問

題
等
に
つ
い
て
、
ほ
ろ

酔
い
加
減
よ
ろ
し
く
、

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
も
こ
の
会
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
年
の
月
日
が

経
つ
。
素
晴
ら
し
い
諸
先
輩
・
仲
間

と
の
絆
の
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
浮
か
ぶ
。
と
り
わ
け
、
会
社
の
先

輩
で
も
あ
っ
た
故
・
秦
敬
先
輩

（
28
回
）
、
幹
事
役
を
仰
せ
つ
か
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
故
・
弘
瀬
孝
昭
先

輩
（
37
回
）
を
は
じ
め
、
土
佐
の
数
々

の
先
輩
に
は
、
本
当
に
可
愛
が
っ
て

い
た
だ
い
た
。

石
油
産
業
の
「
油
」
（
あ
ぶ
ら
）

か
ら
端
を
発
し
た
「
油
虫
」
が
集
ま

る
「
薔
薇
の
木
会
」
は
、
対
象
者
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ほ
か
、
あ
ら

ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
に
も
拡

げ
、
更
に
は
土
佐
高
同
窓
生
に
限
ら

ず
、
高
知
県
出
身
者
に
も
拡
げ
る
発

展
的
構
想
を
描
い
て
い
る
。
沢
山
の

仲
間
が
集
ま
り
、
研
鑽
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
次
第
で
あ
る
。

( 9 )

新生
「薔薇の木会」

根須信一（42回生）

藩
政
期
半
ば
か
ら
明
治
、
大
正
、

昭
和
に
か
け
て
、
土
佐
の
指
折
り
の

商
家
と
し
て
栄
え
た
木
屋
（
竹
村
家
）
。

そ
の
６
代
、
１
７
３
年
に
わ
た
る
歴

史
を
た
ど
っ
た
「
商
家
『
木
屋
』
と

そ
の
時
代
」
が
刊

行
さ
れ
た
。

同
家
の
子
孫
、

竹
村
守
順
（
も

り
ゆ
き
）
さ
ん

（
66
）
、
守
雄
さ
ん
（
63
）
兄
弟
の

編
著
。
家
伝
の
「
木
屋
年
譜
」
な
ど

の
史
料
を
も
と
に
、
一
家
の
言
い
伝

え
や
回
想
を
交
え
、
時
代
の
動
き
も

織
り
込
み
な
が
ら
、
愛
惜
を
こ
め
て

つ
づ
っ
て
い
る
。
（
中
略
）

近
世
か
ら
近
代
へ
、
動
乱
の
時
代

を
生
き
抜
い
た
商
家
、
木
屋
。
１
７

３
年
に
及
ん
だ
そ
の
歴
史
は
、
一
家

の
家
史
を
超
え
て
、
土
佐
の
政
治
史

や
経
済
史
、
文
化
史
に
も
重
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。

竹
村
守
順
さ
ん
、

守
雄
さ
ん
は
、
「
木

屋
の
隆
盛
も
歴
史
の

か
な
た
に
消
え
去
ろ

う
と
し
て
い
る
い
ま
、
先
祖
の
足
跡

を
た
ど
る
手
が
か
り
を
後
世
に
残
し

て
お
き
た
い
と
思
い
、
本
書
を
ま
と

め
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

〔
２
０
１
１
年
９
月
22
日
付

高
知
新
聞
記
事
よ
り
抜
粋
〕

子
孫
が
出
版
「
商
家

『
木
屋
』
と
そ
の
時
代
」

薔
薇
の
木
会
の
由
来

で
あ
る
銀
座
の
ク
ラ

ブ
の
ロ
ゴ



早
朝
な
が
ら
、
一
泊
旅
行
と
覚
し

き
集
団
と
大
型
バ
ス
が
例
年
の
通
り

並
ん
で
い
る
。
中
で
も
目
立
つ
、
懐

か
し
い
土
佐
弁
と
溢
れ
る
笑
顔
の
集

団
。
参
加
者
三
十
一
名
（
幼
児
二
名

含
む
）
を
乗
せ
て
、
定
刻
の
七
時
半

に
大
都
会
新
宿
を
後
に
一
路
本
日
の

目
的
地
日
光
連
山
へ
と
元
気
に
出
発
。

顔
馴
染
み
の
運
転
手
さ
ん
と
ガ
イ

ド
さ
ん
は
、
今
年
は
日
程
が
合
わ
な

か
っ
た
の
か
新
顔
の
方
達
で
あ
っ
た
。

バ
ス
は
東
北
道
を
快
調
に
進
み
、
や

が
て
日
光
坂
の
急
カ
ー
ブ
を
過
ぎ
る

と
最
初
の
目
的
地
は
、
元
イ
タ
リ
ア

大
使
館
別
荘
記
念
公
園
。
中
禅
寺
湖

畔
に
静
か
に
佇
む
瀟
洒
な
建
物
は
、

昭
和
三
年
に
建
て
ら
れ
、
平
成
九
年

迄
歴
代
の
大
使
が
使
用
し
て
い
た
と

の
こ
と
だ
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
立
ち
、
緑

に
囲
ま
れ
た
中
禅
寺
湖
を
見
な
が
ら

何
故
か
高
校
時
代
の
日
・
独
・
伊
三

国
同
盟
の
世
界
史
の
時
間
が
甦
る
。

別
荘
記
念
公
園
を
後
に
、
湖
畔
沿

い
に
バ
ス
は
走
り
、
次
は
日
光
東
照

宮
を
参
拝
。
「
日
光
見
ず
し
て
結
構

と
言
う
な
！
」
も
う
何
度
も
お
参
り

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
結
構
と
は
言
わ

ず
、
今
回
の
旅
の
安
全
と
家
族
の
健

康
を
改
め
て
祈
願
す
る
。
奥
の
院
ま

で
参
拝
し
、
白
糸
の
滝
の
流
れ
を
み

る
と
何
か
心
が
洗
わ
れ
る
気
分
と
な

り
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
体
に
受
け
、

清
々
し
い
気
持
ち
で
バ
ス
に
乗
る
。

や
が
て
右
前
方
に
明
日
、
登
山
組

が
挑
戦
す
る
日
光
白
根
山
が
大
き
く

聳
え
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
声
が
あ
が
る
。

そ
し
て
鬼
怒
川
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に

到
着
。
ひ
と
風
呂
浴
び
て
、
待
望
の

夜
の
大
宴
会
が
始
ま
る
。
プ
ロ
並
み

の
物
真
似
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
の

楽
し
い
時
間
が
九
時
ま
で
続
い
た
。

翌
日
は
六
時
に
集
合
。
い
よ
い
よ

今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。
登
山
組

の
女
性
達
は
カ
ラ
フ
ル
な
ウ
ェ
ア
に

身
を
包
み
、
昨
日
よ
り
？
才
若
返
っ

た
感
じ
だ
。
今
回
の
山
は
、
関
東
以

北
で
は
最
高
峰
と
な
る
日
光
白
根
山
。

俗
に
い
う
奥
白
根(

二
五
七
八
メ
ー

ト
ル)

で
あ
る
。
白
根
山
と
い
う
名

が
つ
い
て
い
る
山
は
、
全
国
に
多
々

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
雪
が
多
く
、
冬

に
は
真
っ
白
に
な
る
高
山
で
あ
る
。

奥
白
根
は
火
山
の
山
で
、
山
頂
付
近

は
、
溶
岩
ド
ー
ム
が
そ
の
ま
ま
固
ま
っ

た
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
い
く
つ

か
の
峰
が
あ
り
、
遠
く
か
ら
見
る
と
、

野
球
の
グ
ラ
ブ
の
様
相
を
し
て
い
る
。

金
精
峠
を
越
え
た
群
馬
県
側
の
丸
沼

と
い
う
地
点
（
標
高
一
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
）
か
ら
一
気
に
二
千
メ
ー
ト
ル

ま
で
ゴ
ン
ド
ラ
が
運
ん
で
く
れ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
標
高
差
六
百
メ
ー
ト
ル
を
登
る
と

い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た

試
み
で
あ
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
か

ら
森
林
限
界
の
あ
た
り
（
二
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
地
点
）
に
達
す
る
ま
で
は

道
は
尾
根
と
な
っ
て
い
る
森
を
ゆ
っ

く
り
と
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
形
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
道
も
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
登
る
。

年
の
平
均
（
六
四
歳
）
を
考
え
る
と

大
し
た
も
の
で
あ
る
。
卒
年
の
順
で

行
く
と
、
三
七
年
組
で
は
、
中
村
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丸沼高原に集合した３１名

二
〇
一
一
年
八
月
六
日
、
東
京
の
暑
い
朝
日
が
輝
く
。
年
一
回

の
楽
し
み
に
し
て
い
た
土
佐
高
の
ハ
イ
ク
の
会
の
日
だ
。
集
合
場
所
は
、

い
つ
も
の
新
宿
西
口
工
学
院
大
前
。

宮
本
照
武
（37
回
生
）

第
十
五
回

土
佐
高
ハ
イ
ク
の
会



（
裕
）
、
馬
田
、
橋
田
夫
妻
、
三
浦

（
三
）
、
濱
田
、
三
八
年
組
で
は
、

羽
方
、
中
島
、
相
良
、
西
内
、
沢
村
、

伊
藤
（
真
）
、
井
上
、
四
四
年
組
で

荒
木
、
五
五
年
組
で
金
沢
、
五
八
年

組
で
岩
橋
の
合
計
十
六
人
が
山
頂
の

標
識
に
手
を
触
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
山
頂
付
近
の
斜
面
で
楽
し
い
昼

食
を
摂
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
周
辺

の
至
仏
山
武
尊
山
な
ど
は
視
界
が
限

ら
れ
て
い
て
見
え
な
か
っ
た
が
、
苦

労
し
て
登
っ
た
と
い
う
実
感
が
湧
く

山
旅
で
あ
っ
た
。

帰
路
は
途
中
か
ら
猛
烈
な
雨
に
見

舞
わ
れ
、
川
の
よ
う
に
流
れ
る
山
道

を
慎
重
に
降
り
、
ず
ぶ
濡
れ
の
体
を

ゴ
ン
ド
ラ
の
始
発
駅
ま
で
運
び
、
そ

の
建
物
内
に
あ
る
座
禅
温
泉
で
温
め

て
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
た
。
本
格
的
に

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
を
皆
が
着
用
し
、
そ

の
効
用
を
感
じ
た
の
は
、
今
回
が
お

そ
ら
く
初
め
て
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
ハ
イ
キ
ン
グ
組
は
、
約
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
二
時
間

か
け
て
の
散
策
で
あ
る
。
比
較
的
歩

き
易
い
散
策
の
道
と
は
言
え
、
そ
れ

な
り
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ
り
、
ミ

ニ
登
山
の
印
象
を
持
っ
た
の
は
、
日

頃
の
運
動
不
足
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
林
を
抜
け
る
風
は
、
心
地

よ
く
、
東
京
で
は
味
わ
え
な
い
澄
ん

だ
空
気
、
思
わ
ず
大
き
な
深
呼
吸
を

す
る
。
途
中
六
地
蔵
に
参
拝
。
欲
張
っ

て
六
つ
の
地
蔵
様
に
そ
れ
ぞ
れ
願
い

事
を
し
、
手
を
合
わ
す
。
天
空
の
足

湯
で
し
ば
し
足
の
疲
れ
を
取
り
、
ゴ

ン
ド
ラ
で
降
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼

食
を
摂
る
。
こ
の
時
、
ど
し
ゃ
降
り

と
な
る
が
、
幸
い
に
建
物
の
中
に
入

る
直
前
だ
っ
た
の
で
そ
れ
ほ
ど
濡
れ

る
事
は
な
く
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

帰
路
の
車
内
は
、
恒
例
と
な
っ
て

い
る
俳
句
と
川
柳
の
創
作
タ
イ
ム
で

あ
る
。
中
山
（
三
七
回
）
先
生
が
選

者
と
な
っ
て
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ

れ
た
。
入
選
作
は
別
表
の
通
り
で
す
。

今
回
も
陶
芸
家
の
井
上
（
三
八
回
）

さ
ん
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
陶
器
を
賞
品
と
し
て
提
供
し

て
頂
き
、
受
賞
者
の
顔
に
喜
び
の
笑

み
が
溢
れ
て
い
た
。
創
作
タ
イ
ム
で

頭
を
使
っ
た
あ
と
は
、
気
分
を
変
え

て
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
と
な
り
、
先
ず

ガ
イ
ド
さ
ん
の
河
内
お
と
こ
節
に
始

ま
り
、
皆
さ
ん
の
歌
唱
力
に
た
だ
聞

き
入
っ
て
は
感
心
す
る
事
し
き
り
。

途
中
東
北
道
が
渋
滞
と
な
り
、
北

関
東
道
に
変
更
し
、
バ
ス
は
順
調
に

走
り
、
九
時
半
頃
新
宿
に
到
着
。
最

後
に
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、
『
足
が
疲
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
足
の
裏
が
黄

色
の
方
は
大
丈
夫
、
赤
い
方
は
危
険
、

黒
い
方
は
汚
れ
で
す
。
』
と
い
う
駄

じ
ゃ
れ
に
ド
ッ
と
笑
い
な
が
ら
、
今

回
の
ハ
イ
ク
の
会
は
、
散
会
と
な
る
。

「
又
、
来
年
ね
。
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
ネ
オ
ン
の
映
え
る
新
宿
を
後

に
、
夫
々
自
宅
へ
の
帰
途
に
つ
く
。

今
回
の
日
光
・
白
根
の
旅
こ
そ
「
日

光
見
ず
し
て
結
構
と
言
う
な
」
と
な

る
思
い
出
の
旅
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

*

尚
、
登
山
組
の
紀
行
に
つ
き
ま
し

て
は
、
濱
田
継
夫
氏
の
紀
行
文
を
参

考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇
西
岡
恒
憲
編
集
長
を
「
筆
山
」
編
集

部
で
は
「
変
酋
長
」
と
呼
ぶ
。
し
ん
ど

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
10
年
以
上
も
続

け
ら
れ
る
の
は
「
酋
長
」
は
と
も
か

く
、
大
「
変
」
に
は
違
い
な
い
。
今

回
事
情
で
代
理
を
務
め
た
が
、
こ
ち
ら

は
一
回
で
も
う
お
手
上
げ
だ
。

◇
非
力
ゆ
え
16
頁
を
組
む
自
信
な
く
、

25
％
減
の
12
頁
で
と
、
手
抜
き
作
戦

を
開
始
し
た
。
結
果
、
誌
面
不
足
か
ら

好
評
の
連
載
『
ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
』

は
休
載
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

◇
締
め
切
り
間
際
の
10
月
末
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
放
射
線
と
向
き
合
う
」

が
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

講
師
の
一
人
と
し
て
村
田
三
郎
医
師

（
41
回
・
大
阪
）
が
登
場
。
低
線
量

被
爆
の
影
響
を
憂
え
る
報
告
は
説
得
力

が
あ
っ
た
と
参
加
し
た
同
期
生
の
感
想

だ
。
こ
の
話
題
も
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で

載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

◇
誌
面
を
ほ
ぼ
組
み
上
げ
、
ひ
と
息
つ

い
た
日
曜
の
午
後
、
Ｎ
事
務
局
長
か
ら

の
電
話
は
「
サ
ッ
カ
ー
部
全
国
大
会
出

場
へ
」
の
朗
報
。
更
に
「
土
佐
高
が
科

学
甲
子
園
出
場
」
と
Ａ
元
幹
事
長
や
Ｔ

元
事
務
局
長
か
ら
吉
報
が
相
つ
い
だ
。

誌
面
組
み
替
え
の
た
め
支
部
だ
よ
り
の

写
真
を
割
愛
、
記
事
を
削
っ
て
の
突
貫

工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ご
寄
稿
の

各
位
に
お
許
し
を
乞
う
次
第
だ
。

◇
サ
ッ
カ
ー
が
奇
跡
を
呼
べ
ば
次
は

「
甲
子
園
」
の
声
が
高
ま
る
。
野
球
部

新
監
督
に
就
任
さ
れ
た
西
内
一
人
先
生

（
59
回
）
に
抱
負
な
ど
伺
っ
た
。
こ

ち
ら
は
本
家
本
元
の
全
力
疾
走
で
あ
る
。

来
夏
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
つ
つ
、

臨
時
の
編
集
子
は
手
抜
き
に
伴
う
不
手

際
の
数
々
を
読
者
各
位
に
お
詫
び
す
る

他
は
な
い
。

（
岩
村
康
生

41
回
生
）
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第
十
五
回
ハ
イ
ク
の
会

俳
句
・
川
柳
優
秀
賞

●
俳
句
の
部

〈
天
〉
天
上
の
涼
風
ほ
ほ
に
足
湯
か
な

中
村
誠
三

（
三
七
回
中
村
・
夫
）

〈
地
〉
万
緑
の
車
窓
の
上
に
男
体
山

中
島

宏

（
三
八
回
）

〈
人
〉
行
き
違
う
鈴
の
音
す
ず
し
奥
白
根

西
内

弘

（
三
八
回
）

●
川
柳
の
部

〈
天
〉
あ
れ
そ
れ
と
代
名
詞
増
え
老
夫
婦

宮
本
律
子

（
三
七
回
宮
本
・
妻
）

〈
地
〉
今
年
こ
そ
今
年
ま
で
は
と
登
る
山

岡
田
四
郎

（
三
八
回
）

〈
人
〉
山
姥
も
ス
カ
ー
ト
は
け
ば
山
ガ
ー
ル

中
島

宏

（
三
八
回
）

母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

土佐中学・高等学校 事務局 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosa.ed.jp/index.html

土佐中学・高等学校同窓会本部 会計幹事 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosaobog.com/

北海道支部 事務局長 山本隆昭 〒001-0018 札幌市北区北18条西6丁目 ARTE 88-305
(TEL)011-756-2817 (FAX)011-756-2817 (E-mail)yamat@den.hokudai.ac.jp

東海支部 事務局長 神宮美恵子 〒468-0075 名古屋市天白区御幸山1201 御幸山ﾊﾟｰｸﾏﾝｼｮﾝ B-301
(TEL)052-837-5834 (FAX)ナシ (E-mail)jjingu-m@crux.ocn.ne.jp (HP)http://tosakotokai.web.infoseek.co.jp/

関西支部 事務局長 原田和人 〒662-0015 西宮市甲陽園本庄町6-67-205 原田方
(TEL)090-1073-7822 (FAX)ナシ (E-mail)harada73@hotmail.com (HP)http://www.tosa-ko.org/kansai/

広島支部 事務局長 大谷準一 〒734-0007広島県広島市南区皆実町6-3-26-902 (TEL)082-253-5759
(FAX)082-254-7523 (Email)spat56z9@vesta.ocn.ne.jp (HP)http://www.geocities.jp/hiroshimashibu/

香川支部 事務局長 武山正人（担当：大石浩）〒760-8573 高松市丸の内2番5号 四国電力(株)
(TEL)050-8801-2720 (FAX)ナシ (E-mail)ooishi11737＠yonden.co.jp
関東支部 事務局長 二宮潔 〒100-8222 東京都千代田区丸の内2－6－1 丸の内パークビルディング森・濱田・松

本法律事務所弁護士市川直介気付 (TEL)03-5223-7719 (FAX)03-5223-7619 (E-mail)naosuke.ichikawa@mhmjapa
n.com (HP)http://www.tosako-kanto.org/
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★出版レーダー★
尾池和夫(34回生)日本列島の巨大地震 011.10 \1,260 岩波書店

野田正彰(37回生)現代日本の気分 2011.07 \2,940 みすず書房

塩田 潮(40回生)辞める首相 辞めない首相 2011.09 \998

日本経済新聞出版社

高山 宏(42回生)新人文感覚 1 2011.08 \12,600 羽鳥書店

宮岡 等(49回生)こころの病は、誰が診る？ 2011.08 \2,310

日本評論社

坂東眞砂子(51回生)

くちぬい 2011.09 \1,680 集英社

逢はなくもあやし 2011.08 \450 集英社

門脇 護(53回生)（ペンネーム 門田隆将）

太平洋戦争 最後の証言 第一部 零戦・特攻編 2011.08

\1,785 小学館

康子十九歳 戦渦の日記 2011.07 \690 文藝春秋

太平洋戦争 最後の証言 第二部 陸軍玉砕編 2011.12

\1,785 小学館

英保未来 (54回生)（ペンネーム 大森望 ）

不思議の扉 2011.08 \540 角川書店

結晶銀河 2011.07 \1,155 東京創元社 NOVA4 2011.05 \998

河出書房新社

森岡 浩 (55回生)全国名字大辞典 2011.09 \5,985 東京堂出版

廣瀬裕子（60回生）(ペンネーム 高遠裕子) 人生を変える80対

20の法則[新版] 2011.07 \1,680 阪急コミュニケーションズ

田島征三 (34回生)「今考えたい、平和の絵本 」この本読んで!.

11(3) (通号 40) [2011.秋]

野田正彰(37回生)「「独立の民」の住む島、アイスランド」北方

圏. 155 [2011.春]「講演 災害が心病む日本社会に問いかけて

いるもの[含 質疑応答]」労働法律旬報.(1753) [2011.10.上旬]

「連載対談 外野の直言、在野の直感(第9回)菅原文太×野田

正彰 悲しみの抑圧がつくる社会とは?」本の窓. 34(7) (通号

308) [2011.8]「被災者に寄り添い、復興に向かう力を (特集

東日本大震災 支援・復興をどうはかるか)」前衛. (通号 871)

[2011.6]

「編集長が聞く 被災者の心に寄り添うために」メディカル朝

日. 40(6) (通号 475) [2011.6]「インタビュー 野田正彰 精

神科医・関西学院大学教授」週刊ダイヤモンド. 99(23) (通号

4383) [2011.6.11]

柿田睦夫(38回生)「大詰めの「戦没者の妻 国賠訴訟」」前衛.

(通号 875) [2011.10] 「終わらぬ「戦後」―平和遺族会の25

年と遺族行政」前衛. (通号 872) [2011.7]

塩田 潮(40回生)「政治 振り子で終わるか救世主になるか―新

指導者・野田佳彦論 」改革者. 52(10) (通号 615) [2011.10]

「そろり立ち上げた新体制 挑むは実質的政治主導か (特集

政権漂流は止まるのか 野田新内閣を占う)」ニューリーダー.

24(10) (通号 288) [2011.10] 「そのとき首相は--非常事態

とリーダーシップ(第3回)"内閣は一日もむなしくすべからず"

関東大震災に名を残す山本権兵衛の慧眼と度量」 ニューリー

ダー. 24(9) (通号 287) [2011.9] 約束どおり経済危機を乗

り切った福田赳夫」ニューリーダー. 24(8) (通号 286) [2011.

8] 「そのとき首相は 非常事態とリーダーシップ(新連載・第

1回)危機管理のプロを起用した中曽根権限を与え全責任を負っ

た村山 」ニューリーダー. 24(7) (通号 285) [2011.7] 「FO

CUS政治 周到さが最大の武器、野田流は迷走を止めるか」週刊

東洋経済. (6347) [2011.9.17]「そのとき首相は 非常事態と

リーダーシップ(第2回)命脈尽きることを承知で政敵を招聘し

た田中角栄 「FOCUS政治 山場迎える退陣問題、政治の危機

は収まるか 」 週刊東洋経済. (6343) [2011.8.13・20]

「FOCUS政治 「大きな政治」に挑めない、崖っ縁民主党の無力」

週刊東洋経済. (6336) [2011.7.9]「FOCUS政治 「国難克服」

に国会活用を、菅首相の活路は挑戦姿勢」週刊東洋経済. (632

9) [2011.6.4] 「石被茂、亀井静香、渡辺喜美、舛添要一、

平野貞夫ら政界のキーマンを直撃! 誰が菅総理の首に鈴をつけ

るか」プレジデント. 49(24) [2011.7.18]

黒鉄ヒロシ(41回生)

「巻頭インタビュー 漫画家 黒鉄ヒロシ いま必要な教師像は

歴史の中に見える」総合教育技術. 66(9) [2011.9] 「悲しい

とき辛いとき、本物の大人ならどう振る舞うのか 伊集院静×

黒鉄ヒロシ 大人の流儀を語ろう (苦難と不安の時代、大人の

出番です!) 」週刊現代. 53(24) (通号 2621) [2011.6.18]

杉山雄一(41回生)「座談会 薬物間相互作用はここまで予測でき

る (薬物動態の変化を伴う 薬物間相互作用) 」Pharma tribun

e. 3(4) (通号 28) [2011.4] 「トランスポーター入門 (薬物

動態の変化を伴う 薬物間相互作用) 」Pharma tribune. 3(4)

(通号 28) [2011.4]

高山宏(42回生)「前衛と求道--多木浩二先生追悼 (追悼 多木浩

二)」 現代思想. 39(8) [2011.6] 「図書館特別資料紹介

歌麿のShell Shock--『潮干のつと』購入に感謝 」図書の譜.

(14) [2010.3]

坂東眞砂子(51回生)「口を縫う歴史」青春と読書. 46(10) (通号

423) [2011.10]

門脇 護(53回生)（ペンネーム 門田隆将）「黒潮を越えた日台

友情の絆 」Voice. (通号 407) [2011.11] 「大東亜戦争を戦っ

た大正世代の矜持 」 Voice. (通号 405) [2011.9]

「太平洋戦争 最後の証言(零戦・特攻編)」週刊ポスト. 43(34)

(通号 2143) [2011.8.19・26]

英保未来 (54回生)（ペンネーム 大森望 ）「大森望の新SF観光

局(第25回)続・小松左京とその時代 」SFマガジン. 52(11)

(通号 668) [2011.11]「大森望の新SF観光局(第24回)小松左京

とその時代」SFマガジン. 52(10) (通号 667) [2011.10]

「大森望の新SF観光局(第23回)ウィリス、ビッスン、チャンの

SFトーク 」 SFマガジン. 52(9) (通号 666) [2011.9]

「大森望の新SF観光局(第22回)萩尾望都のSF世界」SFマガジン.

52(8) (通号 665) [2011.8] 「『伊藤計劃記録--第弐位相』

刊行記念トークショー採録 いかにして伊藤計劃は作家となっ

たか (特集 伊藤計劃以後) 」SFマガジン. 52(7) (通号 664)

[2011.7] 「二〇一〇年代の日本SFに向けて (特集 伊藤計劃以

後)」SFマガジン. 52(7) (通号 664) [2011.7] 「大森望イン

タビュウ--日本SF短篇黄金期とアンソロジーの役割 (特集 伊

藤計劃以後) 」SFマガジン. 52(7) (通号 664) [2011.7] 「私

が選んだ「ベスト5」--Book Selection (読む 見る 聴く--夏

休みお薦めガイド)」週刊新潮. 56(31) (通号 2804) [2011.8.

11・18] 「対談 大森望×佐々木敦 涼宮ハルヒは止まらない!!

--ジャンル・世代・国境を越える魅力の秘密 (総特集 涼宮ハ

ルヒのユリイカ!) 」ユリイカ. 43(7) (通号 597) (臨増) [20

11.7]

川村昌嗣(54回生)

「特定健診および人間ドックの問診記入相違の検討」

日本保険医学会誌. 109(2) [2011.6] 「未病のさらに先=若返

りを目指して!--努力と我慢をせず,お金と時間をかけずにクビ

レができるダイエット! (第17回日本未病システム学会学術総

会論文集) -- (ワークショップ 未病を測る)」日本未病システ

ム学会雑誌. 17(1) [2011]

ここからは雑誌に掲載されています


